
地図で知る富士市の災害
ー自分のアタマで考えるヒントー

富士東高校 2023年度秋の防災訓練（講話）

伊藤 智章（地理歴史科教諭／ふじのくに防災フェロー）



今日の講話の目的

1．富士市で起こりうる三大災害のリスクを知る
（豪雨・地震・火山噴火）

2.「ハザードマップ」の長所と限界を知り
災害への対処を自分のアタマで考える



講師紹介 伊藤 智章

静岡県知事認定「ふじのくに防災フェロー」
（2010年：第1期生）

二宮書店『地理月報』内
「いとちりの防災教育にGIS」連載

（2024年春：刊行予定）



1 富士市で起こる（起きた）災害



富士市・・・災害のデパートです
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災害リスクゆえの豊かさもあります
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（1）洪水・浸水のリスク
（洪水ハザードマップ）



富士市の洪水ハザードマップ

https://www.city.fuji.shizuoka.jp/machi/c1603/fmervo000000jh67.html



潤井川 富士川 沼川



富士宮市の洪水ハザードマップ





想定浸水区域がわかると何がよいか？

（1）早めの避難ができる。
避難を促すことができる

（2）建築規制・土地取引
の参考に出来る



ハザードマップの限界

（1）実際は想定の範囲外で
災害が起こることもある

（2）想定の「最大」で表示されている

外れる場合が多い



昭和54年
（1979年）
破堤地点

川が両岸に
あふれることはない



他の川や支流の支流も
氾濫リスクはある

バックウォーター
現象



近くに川がなくても
側溝や下水から水があふれる

内水氾濫

50cm以上



WEB地図上でどこでも洪水リスクが見られる

地理院地図
（「重ねるハザードマップ」レイヤ）













（2）地震と津波のリスク
（活断層図・津波ハザードマップ）



富士川断層帯
（活断層群）





津波想定水深（静岡県防災GIS）



3つの「吉原」

元吉原村役場
鈴川駅
（現在の吉原駅）

1639年
大津波で壊滅



元吉原村役場

鈴川駅
（現在の吉原駅）



3つの「吉原」

中吉原宿
（現在の富士警察署付近

1680年
大津波で壊滅



元吉原村役場

鈴川駅
（現在の吉原駅）

中吉原宿
（現在の富士警察署付近



3つの「吉原」

吉原宿（1680～）
（現在の吉原本町）

1699年
高潮が到達





津波・高潮・洪水に振り回されてきた
「原」～「吉原」

No.11
三島

No.12
沼津

No.13
原

No.14
吉原No.15

蒲原

十里木街道
（貨物・馬などの迂回路）



吉原祇園祭

水害で亡くなった人の霊を鎮めて大地の祟りや
疫病を鎮める祈りの祭り

水害が多く、伝染病に悩まされた
京都（祇園祭）や福岡（博多祇園山笠）
との共通点が多い



吉原～田子ノ浦を襲った津波・高潮

元禄2年（1699年） 大津波
明和2年（1675年） 高潮
寛永2年（1790年） 高潮
寛永3年（1791年） 高潮
寛永4年（1793年） 高潮
嘉永5年（1852年） 高潮
嘉永7年（安政1年）（1854年）大津波
安政3年（1856年） 高潮

大正時代の田子の浦



吉原～田子ノ浦を襲った津波・高潮

明治2年（1869年） 高潮
明治5年（1872年） 高潮
明治17年（1884年） 高潮
明治32年（1889年） 高潮
明治39年（1906年） 高潮
明治43年（1910年） 高潮
大正6年 （1917年）高潮
昭和17年 （1942年）高潮
昭和34年（1959年） 高潮・・・伊勢湾台風
昭和41年 （1966年）高潮
昭和54年 （1979年）高潮

田子の浦港 開港 昭和36（1961年）



津波想定範囲



（3）富士山噴火のリスク
（火山災害ハザードマップ）



溶岩流到達範囲
と到達時間



実際の噴火

赤い枠内の
どこかで噴火口ができる
（現在：約200箇所あり） 最も富士市寄りの

場所で噴火⇒溶岩流到達



融雪型泥流 降灰可能性



考察とまとめ



（1）ハザードマップには限界がある



豪雨災害よる犠牲者の約６割は
ハザードマップの「危険範囲」の
外で亡くなっている

牛山素行（2020）
（静岡大学防災総合センター教授）



「最大想定範囲」を描いているので、
生活体験とマッチしない

実際に氾濫した
地域（1979年）

洪水なんかおこるわけがない
おきてもたいしたことない

正常性のバイアス



これまでになかったタイプの洪水が
頻発するようになってきた



被害は居住地とは限らない



災害は忘れた頃にやってくる

（今のところ）最後の南海トラフ地震
１９４４年１２月７日（７３年前）

（今のところ）最後の潤井川氾濫
１９７９年４月８日，５月７日（４４年前）

（今のところ）最後の津波・高潮災害
１９７９年10月19日（４４年前）



災害は忘れた頃にやってくる

（今のところ）最後の富士山噴火
1707年12月16日（316年前）



「遠くのリアル」に
目を向けよう

新幹線車両10編成（120両）が水没・廃車
台風19号（令和元年東日本台風）（2019年10月23日）

堤防は決壊
していないのになぜ浸水？

川から遠い方が
浸水が深いのは
なぜ？

富士川で同じ
ようなことが
起きないか？



掘り込み式港湾が水没 製紙工場を含む工業地帯と市街地が壊滅
川を津波が６km遡上 2011年3月11日 宮城県石巻市



歴史上の災害にも目を向けよう

関東大震災（1923年9月1日）による建物焼失範囲



今日のまとめ（課題）



①身の回りの人（家族や友人、旅行者など）
に災害リスクを伝えるにはどうしたらよいと
思いますか？

②「正常性のバイアス」の経験はありますか？
陥らないようにするにはどうしたらいいでしょうか

どう考えますか？
意見を書いて下さい
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